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恋愛から結婚

•恋愛

•結婚

•夫婦



結婚には式が必要

Erich Segal, Love Story (1970) -『ある愛の詩』



教会で式を挙げる：
17世紀後半

ラファエッロ
「聖母の婚約」 1504年



贈与財産設定：結婚式より大事

ウィリアム・ホーガース

「当世風結婚」

1743年



ウィリアム・ホーガース 「当世風結婚」 1745年 銅版画



贈与財産：

ウィリアム・ホーガース

「当世風結婚」

1743年



贈与財産：

ウィリアム・ホーガース

「当世風結婚」

1743年

家系という財



贈与財産：

ウィリアム・ホーガース

「当世風結婚」

1743年

貨幣という財



贈与財産：

ウィリアム・ホーガース

「当世風結婚」

1743年

邸宅という財



二人の愛情？

•財産＞愛情

•風刺

財産＜愛情



二人の愛情？

(1)新郎は,
市民の娘を
小馬鹿にす
る

(2)指輪にハ
ンカチ





「愛はすべてを征服する」
Amor vincit omnia

•オウィディウス『恋愛作法』
•性的情熱はあらゆる困難を克服する

•ジョン・ミルトン(1608-1673)
•夫婦間に愛と同意がなくては真の結婚
はありえない



「愛はすべてを征服する」？



生活世界の四要素

結婚

政治

社会

宗教

経済



生活世界
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人種差別

身分差別教派差別

貧富差別



愛情の絶対的優位
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結婚における愛情優位の提唱者

ジョン・ミルトン(1608-1673)

(1)愛と同意がなくては真の結婚はあり
えない

(2)楽園における結婚は夫婦としてのあ
らゆる義務が愛情をともなってなされる
ことを教えている



ミルトン

•叙事詩

『失楽園』（1667）

•離婚論 （1643-45）



聖愛はすべてを
征服する

• ファン・アイク 「聖バルバラ」
1437年

問

1.中央の女性は聖女で
あるが、何から聖女で
あるとわかるか。

2.女性の後ろにある塔は
建築中であるが、なぜ
建築中だとわかるのか。



宗教による時代区分
名称 世紀 特徴

ギリシア・ローマ時代 前5世紀～後4世紀 天空神の支配, 神々,半神半人→習合
キリスト教迫害
性愛の容認

キリスト教成立時代 1世紀～4世紀末 唯一神, 教義（三位一体）対立,
禁欲優位

キリスト教帝国時代 5世紀～13世紀 共同体（「キリストの体）：教による俗の支配
独身優位：修道会,聖人崇敬と巡礼

人文主義時代 14世紀～15世紀 キリスト教（主）にギリシア・ローマ文化（従）を融
合
性愛の精神的聖化

宗教改革（信仰分裂）時代 16世紀 原初キリスト教復古運動→中世カトリックからの
離反
教義の分裂
世俗内での神中心の生活（世俗内禁欲）

啓蒙時代 17世紀～19世紀半 世俗権力の優位：公の世俗、私の宗派
公の聖愛と私的な性愛



聖バルバラ＝守護聖者

•成立の根拠
•中世にキリスト教が伝播・普及
•神への取りなしを願い、生活上のさまざまな事柄を守
護してくれるよう祈る→民間信仰と習合

•聖者の条件
•奇跡：キリスト教の正しさを明かすような行為
•殉教：キリスト教信仰を捨てずに迫害を受け死

•手続き
•列聖の調査



聖バルバラ

•「白い衣裳のバルバ
ラ」（12月8日）

•ローマ皇帝マキシミア
ヌス時代(在位286-305, 306-310)

• ニコメディア地方
（現イズミットIzmit ）

•父ディオスコロス
•富裕大地主で貿易商

ラファエッロ
「システィーナの聖母」1512年



ヘント組合「聖女バルバラ」写
本 ?15世紀



聖女バルバラ祭壇画



■契機
 貴族や地主の男たちから求愛→父
親は高塔を建て、そこに住まわせ
る

 キリスト者である侍女から感化→
キリストに帰依

■発覚
 浴室の増築→父は二つの窓を指定
 浴室は水が流れるようにする→洗
礼の場

 三窓→父と子と聖霊の三位一体



■父親の怒り
剣で殺そうとする→彼女の祈
り→裂けた岩が彼女を包み、
山に連れていく



■山の羊飼による密告
羊がイナゴに変身



■父親による幽閉
父はバルバラの髪を引っ
張り、山からおろし、塔
に閉じこめる



■総督からの説得
神々へのいけにえ奉納→
拒絶

「預言老がいっているよ
うに、偶像の神々は、口
はあれど語らず、目が
あっても見ず、耳があっ
ても聴かず、鼻があって
も匂いを感ぜず、手足が
あっても何もできない、
無力なものである。」



 ■総督の激怒
 彼女を裸にして鞭で叩く→天の
光が射す→傷が癒える→胸に燃
えるたいまつを押しつけ、鉄槌
で頭を叩く

 「バルバラよ、勇気を持ち、強
くなりなさい。おまえの殉教は
天地の中で大きな喜びとなる。
残忍な人間のおどしをおそれる
な、わたしはおまえと一緒にい
て、いろいろの傷からおまえを
守るであろう。」

 「わが心を知って下さるキリス
トよ、あなたにわたしが憧れて
いることをよく御存じの主よ、
わたしを守って下さい。」



■総督による責め
剣で胸を刺し貫らせる→
彼女を全裸にして鞭打ち
→白い雲で身体を隠す

「主よ、あなたのみ顔を
わたしから去らせず、あ
なたの聖霊をわたしから
取り除かないで下さ
い。」

「天地を雲でおおう方よ、
わたしが無神の人々から
わたしの身体を見られぬ
ように守って下さい。」



 ■総督による斬首刑
 バルバラを各地に引き廻す→ヘリオポリス
で父の剣によって処刑→父が落雷に打たれ
死

 「永遠に目に見ることなく、創造されるこ
となき主よ、あなたは天をひろくつくり、
基の地を固くつくり給うた。また殉教の王
冠である主よ、つねに主なるあなたとその
名に仕える女性のことを顧みて下さい。わ
たしの殉教の日を思って下さい。これらの
人々の罪を裁きの日に考えないで下さい。
われらが肉をもつ弱き存在であることを、
主よ、よく知っておられます。なにとぞ主
よ、彼らに恵み深くして下さい。」

 「さあ、わが勝利の殉教者よ、今こそ天の
わが父の家に在る安らぎを見出すがよい。
あなたの祈りはどこにあってもわたしは
守っていよう。」



聖女の印

1.棕櫚
•→殉教者＋処女

2.時祷書を唱えている
•→高貴な身分
•→識字できる

•豪華な衣装
•ルネッサンス期のこだわ
り



塔の建築

•父親が娘を幽閉
•結婚という父権行
使を娘が拒む

•キリスト教に改宗
•父が娘の首を切る

なぜ塔が必要か？



未完の塔

• 目的：居住としての実用性
ではなく、そこに躍動的精
神力エネルギーを内在さ
せる。

• ＜高所衝動＞人間の肉体
的有限性から起こる障害
を乗り切り、無限に向かお
うとする精神力

• 未完：人間は無限に到達
できない→神の偉大さ



聖愛＞恋愛・結婚愛

ショーンガウァー「聖女バルバラ」1491年以前

「教書」1329年

「シモンよ,あなたはこの人たちが愛する以
上に私を愛するか」 (ヨハネ21.15)の中の, 
「この人たちが愛する以上に」という言葉の
意味は愛はよいものであるが,完全ではな
い。なぜなら, 「あなた」と「この人たち」との
間, 「愛する」と「～以上に愛する」との間に
は段階と順序があるが,「愛する」という一

つのことでは段階も順序もない。他の人が
愛する以上に神を愛する人は.完全に愛し
ているとは言えない。」



聖婚＞結婚

ショーンガウァー「聖女バルバラ」

1491年以前

トレント公会議：1545年

結婚生活を童貞生活または独身
生活の上におくべきであると言い,
童貞または独身でいることは結
婚生活よりも良く聖である(マタイ
19.11-12;1コリント7.25-26 ; 
7.38, 40)ことを否定するものは
排斥される。



聖婚

•「娘よ、あなたはわたしに会いたいと強
く望んでいる。あなたはベッドにいると
き、わたしを大胆に、新婚の夫としてま
た愛する恋人として、さらに愛しい息子
として抱いてもよい。」

•マージェリー・ケンペ(15世紀イングランドの聖女)



結婚：情欲の抑制手段

「わたしとしては、皆がわたしのように独
りでいてほしい。‥‥ しかし、自分を抑
制できなければ結婚しなさい。情欲に身
を焦がすよりは、結婚した方がましだか
らです。」

（「第一コリント書」7章7, 9節）



これ以後のスライドは授業と無関
係です
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